
・

ｊ

別
府
（
横
灘
）
の
江
戸
時
代

　
　
複
雑
な
支
配
の
移
り
変
わ
り

　
江
戸
時
代
の
別
府
地
域
は
、
大
部
分
が
幕
府
顧
で
一
部
に
森
藩

久
留
島
顧
が
あ
っ
た
。
一
時
期
、
萩
原
氏
や
旗
本
の
筑
紫
氏
の
知

行
地
や
松
平
忠
直
（
一
伯
）
の
賄
地
と
な
っ
た
村
々
も
あ
る
が
、

そ
れ
ら
は
幕
府
顧
か
ら
一
時
割
譲
さ
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
’

　
（
府
内
顧
や
日
出
顧
の
村
で
近
代
に
な
っ
て
別
府
市
に
編
入
さ
れ

た
地
域
に
つ
い
て
は
、
項
を
改
め
る
）

一
、
太
閤
蔵
入
地

　
大
友
氏
の
所
領
で
あ
っ
た
豊
後
一
国
は
、
文
禄
二
年
（
一
五
九

三
）
五
月
、
豊
臣
秀
吉
が
大
友
（
義
）
吉
統
を
平
壌
で
敵
前
逃
亡

し
た
と
い
う
理
由
で
改
易
に
し
直
轄
地
に
し
た
。
以
前
か
ら
秀

吉
は
豊
穣
な
豊
後
国
を
朝
鮮
出
兵
の
食
糧
供
給
地
と
し
、
戦
後
に

大
名
の
恩
賞
地
と
す
る
た
め
に
「
蔵
入
地
」
と
す
る
目
論
見
が
あ
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

入
　
江
　
秀
　
利

　
豊
後
を
没
収
し
た
秀
吉
は
同
年
六
月
、
鳥
取
城
主
宮
部
法
印
継

潤
（
桂
俊
）
に
玖
珠
・
日
田
・
国
東
・
速
見
四
郡
の
検
地
を
命
じ

た
。
宮
部
法
印
が
検
地
奉
行
と
な
っ
て
検
地
し
た
四
郡
は
「
蔵
入

地
」
に
な
っ
て
、
宮
部
法
印
自
身
が
代
官
と
な
っ
て
暫
く
支
配
し

た
。

　
一
方
、
大
分
・
直
入
・
大
野
・
海
部
の
四
郡
は
、
大
聖
寺
城
主

山
口
玄
蕃
頭
（
允
）
が
検
地
し
て
、
同
じ
く
「
蔵
入
地
」
に
な
り

秀
吉
の
馬
回
衆
が
そ
れ
ぞ
れ
代
官
に
取
り
立
て
ら
れ
た
。

　
そ
の
頃
、
別
府
市
域
に
は
、

竃
門
・
鶴
見
・
石
垣
・
別
符
（
別
府
）
・
浜
脇
・
小
野
小
平
・
由

布
院
郷
に
属
す
る
東
山
の
集
落
が
あ
っ
た
。

　
宮
部
法
印
以
後
の
四
郡
の
支
配
者
は
、
諸
説
に
よ
っ
て
異
な
る

が
「
戮
彩
廓
」
に
よ
れ
ば
、
翌
年
の
文
禄
三
年
に
森
（
毛
利
）
高

歌
が
秀
吉
に
命
じ
ら
れ
て
玖
珠
・
日
田
郡
の
知
行
主
と
な
り
、
宮
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部
法
印
に
替
わ
っ
て
速
見
郡
の
代
官
を
兼
務
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｔ
み
。
‘
う

　
ま
た
、
竃
門
庄
亀
川
村
の
「
御
名
代
々
書
附
」
に
よ
る
と
、

　
一
、
宮
部
法
印
是
浄
坊
　
　
　
　
　
　
　
公
領
代
官

　
一
、
森
伊
勢
守
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
領
代
官

と
書
か
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
別
府
の
村
々
は
、
慶
長
五

年
（
一
六
〇
〇
）
二
月
に
細
川
忠
興
の
領
地
に
な
る
ま
で
は
「
蔵

入
地
」
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

″

二
、
分
割
さ
れ
た
村
々

細
川
領
の
時
代
（
慶
長
の
頃
）

　
慶
長
三
年
に
豊
臣
秀
吉
が
大
坂
で
没
す
る
と
、
中
央
政
権
は
徳

川
家
康
を
中
心
と
す
る
加
藤
清
正
や
福
島
正
則
な
ど
の
武
断
派
大

名
と
石
田
三
成
の
対
立
が
あ
ら
わ
に
な
っ
て
き
た
。

　
徳
川
家
康
は
、
秀
吉
の
旧
臣
で
豊
後
に
所
領
を
持
つ
諸
大
名
を

牽
制
す
る
た
め
に
、
慶
長
五
年
五
月
、
丹
後
宮
津
十
二
万
石
の
城

主
細
川
忠
興
に
「
速
見
郡
・
由
布
院
郷
」
六
万
石
を
加
増
し
て
木

付
（
杵
築
）
城
を
与
え
た
。
忠
興
は
、
早
速
家
老
の
松
井
佐
渡
守

康
之
・
有
吉
立
行
両
名
と
二
十
一
騎
雑
兵
二
百
人
を
木
付
に
遣
わ

し
た
。
松
井
ら
は
黒
田
如
水
・
加
藤
清
正
と
連
携
し
て
豊
後
国
の

備
え
を
固
め
た
。

　
細
川
忠
興
は
関
が
原
の
役
や
石
垣
原
合
戦
の
論
功
行
買
に
よ
り
、

豊
前
一
国
と
豊
後
の
う
ち
国
東
・
速
見
二
郡
、
三
九
万
九
〇
〇
〇

石
に
加
増
さ
れ
て
、
慶
長
五
年
十
一
月
丹
後
か
ら
転
封
し
て
中
津

に
居
城
を
移
し
た
。
翌
、
慶
長
六
年
に
松
井
康
之
、
興
長
父
子
は

忠
興
よ
り
国
東
・
速
見
の
二
郡
二
万
五
千
余
石
を
与
え
ら
れ
て
木

付
城
を
預
け
ら
れ
、
知
行
地
の
外
に
速
見
郡
の
蔵
入
地
一
万
千
余

石
の
代
官
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
蔵
入
地
で
あ
っ
た
別
府
地

域
は
代
官
松
井
興
長
の
支
配
地
に
な
っ
た
。

　
慶
長
六
年
の
春
、
細
川
忠
興
の
義
弟
木
下
延
俊
が
、
忠
興
の
助

力
で
細
川
氏
の
領
地
を
除
く
速
見
郡
日
出
三
万
石
を
与
え
ら
れ
場

谷
城
を
築
い
て
日
出
藩
を
起
こ
し
た
。

木
下
延
俊
の
『
慶
長
十
八
年
日
次
記
』
に
江
戸
時
代
初
期
の
別
府

の
様
子
を
散
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
廿
二
日
　
…
八
つ
時
分
に
船
に
て
別
府
へ
御
起
し
な
さ
れ
候
。

　
　
日
暮
れ
に
お
着
船
、
夜
に
入
り
湯
へ
御
入
り
な
さ
れ
候
。

　
廿
三
日
　
天
気
よ
く
候
。
朝
湯
へ
御
入
り
な
さ
れ
、
御
膳
過
ぎ

　
　
野
へ
お
出
な
さ
れ
野
に
て
雲
雀
あ
ま
た
取
り
申
し
候
。
御
く

　
　
り
矢
も
遊
ば
さ
れ
候
。
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廿
五
日
　
・
：
朝
御
膳
過
ぎ
候
て
野
に
お
出
な
さ
れ
、
御
く
り
矢

　
　
も
遊
ば
さ
れ
候
。
さ
ね
（
実
）
盛
と
申
す
虫
お
く
り
候
と
こ
ろ

　
　
も
ご
覧
ぜ
ら
れ
倹
。
…
　
・

　
廿
七
日
　
今
日
も
曇
り
申
し
候
。
・
：
湯
へ
も
五
度
御
入
り
候
。

　
廿
八
日
　
今
日
は
天
気
よ
く
候
。
湯
へ
も
二
度
御
入
り
候
。
別

　
　
府
よ
り
お
帰
り
と
て
一
段
い
そ
が
わ
し
く
御
入
り
候
。
　
」

延
俊
は
別
府
村
惣
庄
屋
の
堀
家
に
逗
留
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
当

時
の
別
府
に
は
く
り
矢
を
射
た
り
、
雲
雀
を
狩
猟
で
き
る
原
野
郎

人
家
の
近
く
ま
で
広
が
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
別
府
村
に
は

延
俊
が
虫
お
く
り
の
実
盛
祭
を
見
物
す
る
な
ど
長
閑
な
田
園
風
景

が
あ
っ
た
。
逗
留
の
間
、
毎
日
の
よ
う
に
百
姓
衆
の
ご
機
嫌
伺
い

が
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
慶
長
六
年
、
木
下
延
俊
の
入
部
と
同
じ
年
に
、
久
留
島
康
親
が

玖
珠
一
郡
と
日
田
・
速
見
二
郡
の
一
部
を
与
え
ら
れ
て
玖
珠
に
入

部
し
た
。
久
留
島
氏
の
領
地
と
な
っ
た
速
見
郡
の
一
部
に
は
、
別

府
の
鶴
見
と
豊
岡
の
辻
間
・
頭
成
が
あ
っ
た
。
鶴
見
は
の
ち
に
北

中
村
と
原
中
村
の
二
村
に
わ
か
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
直
江
一
族

が
庄
屋
に
な
っ
て
明
治
ま
で
続
い
た
。

　
鶴
見
の
北
中
・
原
中
両
村
は
、
北
は
八
川
（
平
田
川
）
が
鉄
輪

村
の
境
界
で
、
東
は
小
倉
街
道
が
石
垣
村
の
境
と
な
り
、
南
は
境

川
が
別
府
・
朝
見
・
立
石
村
の
境
に
な
る
地
域
で
、
小
倉
や
石
垣

原
を
含
む
別
府
市
域
の
西
部
一
帯
を
占
め
て
い
た
。

　
　
「
松
井
家
譜
」
に
慶
長
五
年
頃
の
石
垣
原
（
原
中
村
）
は

　
「
・
：
南
下
が
り
に
一
里
の
野
中
と
申
し
侯
得
と
も
、
長
く
相
見
へ

　
横
は
実
相
寺
山
、
立
石
の
間
二
十
町
も
こ
れ
あ
る
べ
く
候
。
此

　
野
は
草
短
く
縄
を
張
り
た
る
ご
と
く
縦
横
十
文
字
に
荊
繭
生
じ

　
土
地
の
高
下
こ
れ
あ
り
　
石
高
の
地
に
て
足
場
悪
敷
御
座
候
」

と
書
か
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
祓
川
（
春
木
川
）
の
流
れ
に
沿
っ
た
「
延
喜
式
内
社

鶴
見
社
（
火
男
火
売
神
社
）
神
領
十
五
町
余
」
の
地
域
は
豊
か
な

北
中
村
の
集
落
が
あ
っ
た
。

　
鶴
見
（
北
中
・
原
中
）
村
は
森
藩
の
領
地
で
明
治
維
新
ま
で
頭

成
代
官
（
所
）
の
支
配
を
受
け
た
。

　
慶
長
の
終
わ
り
頃
、
立
石
村
千
石
は
細
川
忠
興
の
甥
萩
原
兼
従

の
領
地
に
な
っ
た
。
兼
従
は
吉
田
家
に
獣
い
だ
忠
興
の
妹
の
子
で
、

成
人
し
て
祖
父
の
荻
原
氏
を
継
い
で
従
五
位
を
授
け
ら
れ
豊
国
神

社
の
社
職
と
な
っ
た
人
で
あ
る
。
兼
従
は
京
都
に
在
住
し
て
立

石
村
に
は
代
官
を
派
遣
し
た
。
現
在
も
堀
田
に
代
官
屋
敷
の
跡
が
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残
っ
て
い
る
。

　
立
石
村
は
境
川
の
南
岸
と
丘
陵
地
一
帯
で
、
石
垣
原
の
合
戦
で

は
大
友
義
続
が
本
陣
と
し
た
場
所
で
あ
る
。
立
石
村
は
高
千
石
と

言
わ
れ
た
が
、
実
際
は
境
川
の
氾
濫
で
石
砂
入
地
が
多
く
実
高
は

五
百
六
十
余
石
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。

　
立
石
村
の
萩
原
氏
の
知
行
は
、
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
、
細

川
氏
が
熊
本
に
転
封
に
な
っ
た
後
も
続
き
、
嫡
子
の
従
三
位
員
徊

に
引
き
継
が
れ
た
が
、
宝
永
七
年
、
員
従
の
死
と
と
も
に
幕
府
に

公
収
さ
れ
た
。
幕
府
領
（
御
料
）
に
な
っ
た
。

竃
門
・
別
符
（
府
）
・
石
垣
・
浜
脇
・
小
野
小
平
・
東
山

　
　
　
　
松
井
氏
代
官
地
　
　
　
慶
長
五
年
よ
り
寛
永
九
年

鶴
見
　
　
久
留
島
康
親
領
地
　
　
　
慶
長
六
年
よ
り
慶
応
四
年

立
石
　
　
萩
原
兼
従
領
地
　
　
　
慶
長
末
年
よ
り
宝
永
七
年

元
和
・
寛
永
の
頃

　
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
、
大
阪
の
陣
の
論
功
行
賞
で
、
大
垣

城
主
石
川
忠
総
（
五
万
石
）
が
一
万
石
の
加
増
さ
れ
て
日
田
に
転

封
さ
れ
て
き
た
。
所
領
は
、
日
田
・
玖
珠
・
速
見
郡
の
三
郡
で
あ

る
。
速
見
郡
の
領
地
と
し
て
は
竃
門
庄
が
当
て
ら
れ
た
。
竃
門
庄

は
後
の
小
浦
・
小
坂
・
亀
川
・
竃
門
・
古
市
・
平
田
・
野
田
の
七

村
が
含
ま
れ
て
い
た
。

　
こ
の
頃
の
別
府
の
事
情
を
伝
え
る
も
の
に
「
豊
後
国
速
見
郡
之

内
御
蔵
納
横
灘
人
畜
御
改
之
帳
（
元
和
八
年
）
』
が
あ
る
。
松
井

興
長
が
代
官
時
代
の
帳
簿
で
あ
る
。
当
時
か
ら
現
代
の
別
府
一
帯

は
横
灘
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
分
る
。

○
別
符
村
　
高
六
百
四
拾
九
石
弐
斗
四
升
四
合
三
勺
弐
才

　
　
惣
庄
屋
　
助
　
丞
　
　
小
庄
屋
　
甚
衛
門

　
　
男
女
合
四
百
壱
人
　
　
牛
七
拾
疋
　
馬
弐
拾
七
疋

○
石
垣
村
　
高
七
百
七
拾
壱
石
六
斗
三
合
四
勺
壱
才

　
　
小
庄
屋
　
孫
兵
衛

　
　
男
女
合
弐
百
九
拾
三
人
　
牛
ハ
拾
壱
疋
　
馬
七
疋

○
演
脇
村
　
高
八
百
壱
石
五
斗
弐
合
三
勺
壱
才

　
　
小
庄
屋
　
善
左
衛
門
　
　
小
庄
屋
　
傅
衛
門
尉

　
　
男
女
合
弐
百
九
拾
六
人
　
牛
五
拾
七
疋
　
馬
四
疋

○
小
野
小
平
村
　
高
九
拾
壱
石
五
斗
壱
升
六
合
七
勺

小
庄
屋
　
喜
左
衛
門
尉
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男
女
合
三
拾
三
人
　
牛
七
疋
　
馬
弐
疋

　
惣
高
合
弐
千
三
百
拾
三
石
ハ
斗
六
升
六
合
壱
勺
壱
才

　
男
女
惣
合
千
弐
拾
三
人

　
牛
弐
百
拾
五
疋
　
馬
四
拾
疋

　
　
百
姓
、
名
子
・
下
男
・
下
女
の
外
に
水
夫
・
鍛
冶

一
向
僧
・
鉢
開
な
ど
あ
り

元
和
八
年
六
月

　
　
　
井
上
六
右
衛
門
殿

惣
庄
屋

　
別
府
助
丞
（
花
押
）
’

　
細
川
氏
の
地
方
組
織
は
「
手
永
」
制
度
で
、
数
か
村
を
束
ね
る

惣
庄
屋
を
お
い
た
。
横
灘
地
方
で
豪
農
の
別
符
村
の
助
之
丞
（
堀

家
）
が
惣
庄
屋
を
命
じ
ら
れ
て
四
ケ
村
を
束
ね
る
立
場
に
あ
っ
た
。

一
般
の
村
で
は
小
庄
屋
が
頭
百
姓
の
手
助
け
を
え
て
小
百
姓
を
統

制
し
て
い
た
。

　
惣
庄
屋
助
丞
家
は
、
助
丞
と
女
房
に
男
子
三
人
、
下
男
七
人
、

下
女
五
人
と
名
子
三
家
族
の
二
十
三
人
の
大
所
帯
で
、
ほ
か
に
牛

五
疋
・
馬
二
疋
が
飼
わ
れ
て
い
た
。

　
寛
永
十
四
年
（
ヱ
八
三
七
）
の
島
原
の
乱
を
き
っ
か
け
に
切
支
丹

の
弾
圧
が
激
し
く
な
り
、
別
府
の
切
支
丹
も
次
第
に
影
を
潜
め
て

い
っ
た
。
別
府
に
残
さ
れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
塔
に
は
寛
永
十
年
代
の

も
の
が
多
い
。
塔
の
分
布
の
密
度
か
ら
み
る
と
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰

は
大
分
郡
の
庄
内
・
狭
間
方
面
か
ら
西
南
山
間
部
に
あ
る
小
野
小

平
（
枝
郷
）
や
演
脇
や
田
野
口
村
を
へ
て
石
垣
方
面
へ
広
が
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
文
書
史
料
で
は
慶
長
十
九
年
、
漬
脇
の
崇
福
寺
の

僧
玄
香
が
提
出
し
た
こ
ろ
び
（
転
宗
）
証
文
が
あ
る
。

　
ま
た
、
小
坂
村
に
は
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
に
書
か
れ
た
全

村
民
が
血
判
し
た
「
天
罰
起
請
文
」
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
証

文
は
前
半
に
日
本
誓
詞
、
後
半
に
南
蛮
誓
詞
が
書
か
れ
た
も
の
で
、

南
蛮
誓
詞
の
一
部
に
は

　
コ
、
上
目
（
見
か
け
）
を
ば
こ
ろ
び
、
心
中
に
切
支
丹
の
宗
旨

　
　
少
も
あ
い
含
み
申
す
間
敷
候
」

　
「
一
、
何
国
よ
り
は
て
れ
ん
（
バ
テ
レ
ン
）
来
た
り
、
こ
ん
ひ
さ

　
　
ん
（
告
白
）
の
す
す
め
を
な
す
と
い
う
も
妄
念
を
お
こ
し
同

　
　
心
仕
り
間
敷
候
」

と
い
う
文
言
が
あ
る
。
お
そ
ら
く
当
時
は
別
府
の
村
々
に
も
切
支

丹
こ
と
ば
が
日
常
的
に
使
わ
れ
、
信
仰
を
捨
て
る
た
め
に
役
人
か

ら
何
度
も
「
天
罰
起
請
文
」
を
書
か
さ
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
。

　
元
和
九
年
（
ヱ
ハ
に
三
）
五
月
、
越
前
北
庄
六
十
八
万
石
の
大
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名
松
平
忠
直
（
一
伯
）
が
将
軍
家
へ
の
不
満
か
ら
不
行
跡
が
重

な
り
、
府
内
藩
竹
中
氏
の
も
と
へ
流
配
に
な
っ
た
。
幕
府
は
府
内

藩
に
「
目
付
」
を
お
い
て
厳
重
に
監
視
し
た
。
忠
直
卿
の
賄
地
と

し
て
大
分
郡
と
速
見
郡
の
北
石
垣
・
鉄
輪
二
村
を
含
む
十
二
ケ
村

五
千
石
が
与
え
ら
れ
た
。
賄
地
は
慶
安
二
年
（
一
六
五
〇
）
に
忠

直
が
死
去
す
る
ま
で
二
十
七
年
間
続
い
た
。
こ
の
賄
地
が
後
に
石

垣
村
を
南
北
に
分
割
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
ち
な

み
に
、
鶴
見
社
の
境
内
に
あ
る
熊
野
権
現
社
は
、
忠
直
が
配
所
の

津
守
に
鎮
座
す
る
権
現
社
を
勧
請
し
て
温
泉
地
の
繁
栄
を
祈
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
寛
永
四
年
（
一
六
二
七
）
、
南
石
垣
・
別
府
・
演
脇
・
小
野
小

平
の
四
カ
村
が
旗
本
筑
紫
主
水
正
広
門
の
知
行
地
に
な
っ
た
。

　
筑
紫
氏
は
も
と
筑
前
の
豪
族
で
、
開
か
原
の
役
で
は
西
軍
に
つ

い
て
敗
走
し
浪
人
に
な
っ
て
肥
後
に
住
ん
で
い
た
。
広
門
の
妻
が

細
川
忠
興
の
弟
の
娘
で
あ
っ
た
の
で
、
広
門
は
忠
興
の
口
添
え
で

家
康
に
謝
罪
し
て
許
さ
れ
た
と
言
わ
れ
る
。
大
阪
の
陣
で
広
門
は

徳
川
家
康
に
従
っ
て
攻
城
軍
に
加
わ
っ
た
の
で
旗
本
に
取
り
立
て

ら
れ
、
速
見
郡
横
灘
に
知
行
地
を
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
忠
興

の
と
り
な
し
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
正
保
三
年
（
一
六
四
六
）
に
広
門
の
弟
右
近
信
門
が
跡
を
継
い

だ
。
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
に
別
府
村
と
液
脇
村
が
松
原
液
で

村
境
争
論
を
起
こ
し
た
時
に
、
知
行
主
で
あ
っ
た
筑
紫
右
近
が
、

別
府
村
の
理
を
認
め
た
て
解
決
し
た
裁
許
状
が
残
っ
て
い
る
。

　
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）
、
筑
紫
信
門
（
右
近
）
が
知
行
を
返

し
、
四
カ
村
は
再
び
公
収
さ
れ
て
幕
府
領
に
な
っ
た
。

　
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
、
細
川
忠
興
は
、
小
倉
城
が
竣
工
す

る
と
中
津
か
ら
小
倉
に
移
っ
た
。

　
松
井
興
長
は
、
元
和
元
年
の
一
国
一
城
令
で
木
付
城
が
廃
城
に
　
　
一

な
っ
た
の
で
、
小
倉
屋
敷
に
転
居
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
、
し
か
　
　
9
8

し
、
国
東
・
速
見
二
郡
の
領
地
と
横
灘
の
幕
府
領
に
つ
い
て
は
引
　
　
一

き
続
い
て
代
官
を
命
じ
ら
れ
た
。

　
こ
の
頃
の
別
府
村
の
様
子
を
興
長
の
書
簡
に
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
　
「
…
　
然
ら
ば
、
今
ご
ろ
は
、
鶴
が
ふ
け
り
（
聯
る
）
中
す
時
分

　
に
候
間
、
其
の
元
の
鶴
な
き
が
け
に
め
さ
れ
て
（
鳴
き
始
め
に

　
捕
ら
え
て
）
　
一
ツ
ニ
ツ
給
う
べ
く
候
。
成
る
ほ
ど
の
声
を
え
ら

　
び
候
て
、
給
う
べ
く
候
。
頼
み
申
す
こ
と
に
候
。

　
　
六
月
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
式
部



別
府
村
　
兵
衛
殿

ま
ゐ
る

興
長
（
花
押
）

自

　
寛
永
の
頃
、
大
名
の
間
に
鶴
が
愛
玩
さ
れ
て
、
互
い
に
端
整
で

聯
倣
な
鳥
姿
と
鳴
き
声
の
優
劣
を
競
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ

の
書
簡
は
、
小
倉
か
ら
興
長
が
別
府
村
の
兵
衛
に
鶴
の
無
心
を
し

た
も
の
で
あ
る
。
別
府
村
の
山
野
に
は
野
生
の
鶴
が
棲
息
し
て
い

た
の
で
あ
る
・
今
ひ
と
つ
ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’

「
…
お
萬
さ
ま
　
か
ら
ね
こ
の
う
つ
く
し
き
を
殊
の
ほ
か
御
ほ
し

　
が
り
候
え
ば
、
其
の
元
に
て
も
せ
い
（
精
）
を
入
れ
あ
い
尋
ね

　
候
て
給
う
べ
く
候
。
其
の
為
に
申
し
候
。
恐
惶
謹
言

　
　
　
　
十
一
月
十
八
日
　
　
　
　
　
　
式
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
興
長
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
別
府
村
助
丞
ど
の
へ

お
萬
は
忠
興
の
末
娘
（
ガ
ラ
シ
ャ
の
娘
）
で
あ
る
。
か
ら
ね
こ

（
唐
猫
）
と
は
お
そ
ら
く
洋
猫
の
こ
と
で
、
別
府
助
丞
は
そ
れ
が

入
手
で
き
る
ほ
ど
の
人
物
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
細
川
忠
利
は
、
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
熊
本
に
転
封
な
り
、

横
灘
（
別
府
）
の
村
々
は
日
田
代
宿
所
の
直
轄
地
に
な
っ
た
。
こ

の
後
も
か
つ
て
の
細
川
時
代
の
領
民
支
配
形
態
で
あ
っ
た
「
手
永

制
度
」
が
名
残
を
と
ど
め
、
横
灘
十
七
カ
村
は
北
組
十
一
ケ
村
・

南
組
六
ヶ
村
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
て
維
新
ま
で
続
い
た
。

　
　
日
田
城
主
で
竃
門
庄
を
支
配
し
て
い
た
石
川
忠
総
は
、
寛
永

十
年
（
一
六
三
三
）
に
下
総
国
佐
倉
に
転
封
し
た
。
竃
門
庄
は
、

同
年
細
川
に
代
わ
っ
て
約
一
年
間
、
木
付
城
主
に
な
っ
た
小
笠
原

忠
知
が
忠
総
に
代
わ
っ
て
預
か
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
寛
永
十
一
年
、
丹
波
国
亀
山
城
主
松
平
（
大
給
）
将
監
忠
昭

が
、
速
見
・
大
分
・
直
入
・
玖
珠
四
郡
の
内
二
万
石
余
に
封
ぜ
ら

れ
て
亀
川
村
に
入
部
し
た
。
忠
昭
は
か
つ
て
の
石
川
忠
総
の
知
行

地
で
あ
っ
た
竃
門
庄
を
小
笠
原
氏
か
ら
引
き
継
い
だ
こ
と
に
な
る
。

忠
昭
は
、
亀
川
の
信
行
寺
か
そ
の
周
辺
に
館
を
構
え
て
一
年
半

在
陣
し
、
翌
年
十
二
年
、
大
分
郡
の
中
津
留
に
転
陣
し
た
。

　
亀
川
滞
在
中
を
亀
川
藩
と
呼
ぶ
向
き
も
あ
る
が
、
亀
川
は
仮
性

の
地
で
、
こ
こ
で
立
藩
し
た
と
は
言
い
が
た
い
。

竃
門
庄
　
　
石
川
忠
総
代
官

北
石
垣
村
・
鉄
輪
村

　
　
　
　
　
松
平
忠
直
賄
地

元
和
二
年
よ
り
寛
永
十
年

元
和
九
年
よ
り
慶
安
二
年
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南
石
垣
・
別
府
・
演
脇

　
　
　
　
　
筑
紫
広
門
旗
本
知
行
地
　
寛
永
四
年
よ
り
宝
永
六
年

竃
門
庄
　
　
木
付
藩
小
笠
原
忠
知
知
行
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寛
永
十
年
よ
り
翌
年

竃
門
庄
　
　
府
内
藩
松
平
忠
昭
知
行
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寛
永
十
一
年
よ
り
元
治
元
年

三
、
日
田
代
官
所
直
轄
領
（
御
料
）

固
定
し
た
幕
府
領
の
村

　
寛
永
十
年
、
細
川
忠
利
か
小
倉
か
ら
熊
本
に
転
封
す
る
と
、
興

長
が
預
か
っ
て
い
た
由
布
院
郷
の
村
々
（
東
山
を
含
む
）
は
日
田

代
官
所
の
直
轄
地
（
御
料
）
に
な
っ
た
。
ま
た
、
石
川
忠
総
の
旧

領
日
田
も
御
料
に
な
っ
た
。

　
寛
永
十
六
年
（
ヱ
八
三
九
）
に
は
、
代
官
の
小
川
藤
左
衛
門
と

小
川
九
左
衛
門
が
改
め
て
永
山
城
に
永
山
布
政
所
を
設
置
し
て
、

次
々
と
大
名
預
所
を
日
田
代
官
所
の
直
轄
領
（
御
料
）
に
組
み
込

ん
で
い
っ
た
。

　
い
っ
ぽ
う
、
松
平
忠
昭
は
、
寛
永
十
九
年
に
水
害
を
受
け
や
す

い
中
津
留
か
ら
高
松
に
移
転
し
た
。
万
治
元
年
（
一
六
六
〇
）
府

｜

｜

｜

内
城
主
日
根
野
氏
に
嫡
子
が
な
く
御
家
断
絶
し
て
廃
藩
に
な
る
と
、

忠
昭
は
遺
領
二
万
石
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
り
高
松
か
ら
府
内
城

に
入
っ
た
。
こ
の
と
き
、
忠
昭
の
旧
領
高
松
近
辺
の
村
々
は
幕
府

領
に
接
収
さ
れ
た
。

　
し
た
が
っ
て
日
田
代
官
は
高
松
の
松
平
忠
昭
の
旧
館
に
高
松
布

政
所
（
高
松
役
所
・
高
松
陣
屋
）
を
設
置
し
て
、
国
東
・
速
見
・

大
分
郡
の
幕
府
領
を
管
轄
す
る
よ
う
に
し
た
。
当
然
な
が
ら
忠
昭

の
旧
領
で
あ
っ
た
竃
門
庄
の
村
々
も
公
収
さ
れ
て
高
松
布
政
所

（
代
官
所
）
の
直
轄
地
に
な
っ
た
。

　
慶
安
二
年
（
一
六
五
〇
）
、
松
平
忠
直
の
死
去
に
と
も
な
い
、

賄
地
の
北
石
垣
・
鉄
輪
両
村
が
が
も
と
の
よ
う
に
幕
府
領
に
な
っ

た
。

　
つ
い
で
、
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）
、
筑
紫
右
近
信
門
が
蔵
米

取
に
な
っ
て
知
行
地
を
幕
府
に
返
し
た
の
で
、
演
脇
・
別
府
・
南

石
垣
三
カ
村
の
が
公
収
さ
れ
て
御
料
に
な
っ
た
。

　
く
だ
っ
て
、
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
、
萩
原
従
三
位
員
従
が

死
去
し
て
立
石
村
も
公
収
さ
れ
て
御
料
に
加
わ
っ
た
。

　
こ
の
年
を
も
っ
て
森
藩
久
留
島
領
の
鶴
見
を
除
く
別
府
市
域
の

全
村
が
幕
府
領
（
御
料
）
に
な
っ
た
。
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速
見
・
大
分
郡
の
幕
府
領
の
村
名
を
上
げ
る
と
、

木
付
筋
　
　
中
・
末
守
・
生
桑
・
野
田
・
真
那
井

横
灘
筋
　
　
　
　
　
。

　
　
【
北
組
】
小
浦
・
小
坂
・
古
市
・
内
竃
門
・
亀
川
・
平
田
・

　
　
野
田
・
北
鉄
輪
・
南
鉄
輪
・
北
石
垣
・
中
石
垣

　
「
南
組
」
南
石
垣
・
別
府
・
朝
見
・
演
脇
・
田
野
ロ
・
立
石

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鶴
見
北
中
村
・
鶴
見
原
中
村
は
森
藩
領
）

　
由
布
院
筋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
　
（
東
山
）
山
野
口
・
握
山
・
椿
・
東
畑

　
　
　
　
（
由
布
院
）
塚
原
・
天
間
・
並
柳
・
若
杉
・
岩
原
・
原
山

　
　
　
　
　
　
温
湯
・
荒
木
・
石
武
・
光
永
・
内
徳
野
・
山
浦

　
大
分
筋
　
　
高
松
・
原
・
今
三
川
・
乙
津
・
松
岡
・
真
萱
・
安

　
　
　
　
　
　
田
・
百
木
・
赤
仁
田
・
光
吉
・
長
野

の
四
十
八
カ
村
で
あ
る
。

由
布
院
郷
　
日
田
直
轄
領
　
　
　
　
万
治
元
年
よ
り
寛
政
十
一
年

竃
門
庄
　
　
日
田
直
轄
領
（
幕
府
領
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
治
元
年
よ
り
寛
政
十
一
年
北

石
垣
村
・
　
（
南
北
）
鉄
輪
村

　
　
　
　
　
日
田
直
轄
領
　
　
　
　
慶
安
二
年
よ
り
寛
政
十
一
年

南
石
垣
村
・
別
府
村
・
演
脇
村
（
田
野
口
・
朝
見
）

　
　
　
　
　
日
田
直
轄
領
　
　
　
　
延
宝
六
年
よ
り
寛
政
十
一
年

立
石
村
　
　
日
田
直
轄
領
　
　
　
　
宝
永
七
年
よ
り
寛
政
十
一
年

　
豊
前
・
豊
後
七
万
石
の
御
料
支
配
は
、
代
官
小
川
藤
左
衛
門
・

小
川
九
左
衛
門
が
日
田
の
永
山
布
政
所
に
在
陣
し
て
行
い
、
大
分
・

速
見
・
国
東
三
郡
の
御
料
の
支
配
は
高
松
役
所
が
そ
れ
ぞ
れ
支
配

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
幕
府
領
代
官
の
職
務
の
主
な
も
の
を
要
約
す
る
と
。

一
、
宗
門
改
め
を
実
施
し
て
宗
門
人
別
帳
を
提
出
さ
せ
る
。
五
人

　
　
組
帳
を
提
出
さ
せ
て
戸
口
を
統
計
し
て
江
戸
勘
定
奉
行
に
上

　
　
申
す
る
。

一
、
村
ご
と
に
年
貢
率
を
決
定
し
て
年
貢
を
割
り
付
け
、
年
貢
を

　
　
徴
収
す
る
。

一
、
河
川
の
堤
防
な
ど
整
備
し
て
治
水
工
事
を
行
う
。

一
、
街
道
や
往
還
を
整
備
す
る
。

一
、
貯
穀
の
郷
蔵
を
点
検
し
て
天
災
地
変
の
時
窮
民
を
救
済
す
る
。

一
、
窮
民
の
救
済
、
孝
子
貞
婦
を
褒
賞
し
て
民
生
の
安
定
を
図
る
。
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一
、
産
業
を
振
興
し
生
産
を
向
上
さ
せ
る
。

一
、
治
安
を
維
持
し
、
訴
訟
を
審
判
す
る
。

な
ど
で
、
勘
定
奉
行
の
出
先
機
関
と
し
て
公
租
の
徴
収
と
民
生
の

安
定
を
は
か
る
こ
と
が
主
な
職
務
で
あ
っ
た
。

短
期
大
名
支
配
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
寛
文
五
年
（
二
八
六
五
）
、
年
貢
の
負
担
に
不
満
を
も
っ
た
日

田
郡
の
百
姓
が
、
代
官
の
不
正
を
追
及
す
る
訴
訟
を
起
こ
し
て
騒

動
を
起
こ
し
た
。
そ
の
責
任
を
と
っ
て
代
官
の
小
川
氏
が
更
迭
さ

れ
、
熊
本
藩
の
細
川
越
中
守
綱
利
の
大
名
預
地
に
な
っ
た
。
し
た

が
っ
て
横
灘
（
別
府
）
と
東
山
の
村
々
は
、
細
川
綱
利
の
御
預
所

に
な
っ
た
。
こ
の
と
き
、
綱
利
は
御
預
所
庄
屋
二
名
を
わ
ざ
わ
ざ

熊
本
に
招
い
た
。

「
　
…
熊
本
国
主
細
川
越
中
守
綱
利
、
速
見
郡
の
幕
領
を
預
り
、

　
郡
内
よ
り
庄
屋
職
三
名
を
選
び
熊
本
城
に
召
す
。
真
那
井
村
久

　
左
衛
門
・
鉄
輪
四
郎
・
亀
川
与
三
兵
衛
選
ば
れ
、
綱
利
に
謁
し

　
饗
応
に
預
か
り
帰
る
。
」

　
し
か
し
熊
本
藩
預
は
翌
六
年
に
終
っ
て
、
新
代
官
山
田
清
左
衛

門
や
竹
内
三
郎
兵
衛
が
江
戸
よ
り
入
部
し
た
。
二
代
官
は
御
料
を

二
分
し
て
山
田
が
日
田
永
山
布
政
所
に
竹
内
が
高
松
市
政
所
に
入
っ

た
。
別
府
市
域
は
二
年
で
再
び
代
官
支
配
に
な
っ
た
。

　
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
に
起
こ
っ
た
越
後
騒
動
（
高
田
藩
松

平
氏
の
継
嗣
事
件
）
に
さ
い
し
て
将
軍
綱
吉
は
大
名
の
統
制
を
引

き
締
め
て
幕
府
の
権
力
を
強
化
し
よ
う
と
し
た
。
綱
吉
は
九
州
諸

大
名
の
統
制
を
は
か
る
た
め
に
、
姫
路
城
主
松
平
直
矩
を
日
田
永

山
城
に
移
し
て
七
万
石
の
親
藩
領
を
成
立
さ
せ
た
。
日
田
藩
立
藩

に
よ
っ
て
、
横
灘
と
東
山
は
他
の
御
料
と
と
も
に
、
貞
享
三
年

（
一
六
八
六
）
ま
で
の
四
年
間
日
田
藩
松
平
直
矩
の
私
領
に
な
っ
た
。

　
や
が
て
貞
享
四
年
、
直
矩
が
出
羽
山
形
に
転
封
す
る
に
及
び
、

日
田
松
平
領
は
旧
に
復
し
て
御
料
に
な
り
、
小
川
藤
左
衛
門
（
日

田
在
陣
）
　
・
小
野
長
左
衛
門
（
高
松
在
陣
）
が
再
び
代
官
に
な
っ

て
入
部
し
た
。

　
寛
保
二
年
か
ら
延
享
四
年
ま
で
五
年
間
玖
珠
・
速
見
・
国
東
三

郡
三
万
二
〇
〇
〇
石
が
小
倉
藩
小
笠
原
忠
基
の
大
名
預
地
に
な
る

ま
で
の
五
十
五
年
間
、
村
々
も
よ
う
や
く
大
名
支
配
を
離
れ
て
日

田
や
高
松
代
官
の
安
定
し
た
政
治
が
続
い
た
。
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代
官
の
支
配

　
亀
川
村
に
残
る
「
御
名
代
々
書
附
」
に
よ
る
と
、
先
に
述
ぺ
だ
寛

保
二
年
（
一
七
四
二
）
、
玖
珠
・
速
見
・
国
東
三
郡
の
御
料
が
小
倉

藩
小
笠
原
右
近
将
監
忠
基
の
大
名
預
所
に
な
る
ま
で
は
、
小
川
藤

左
衛
門
・
三
田
次
郎
右
衛
門
・
小
長
谷
勘
左
衛
門
・
室
七
郎
左
衛

門
・
南
条
金
左
衛
門
・
池
田
喜
八
郎
・
増
田
太
兵
衛
・
岡
田
庄
太
夫

な
ど
が
代
官
に
な
っ
て
統
治
し
た
。

　
岡
田
庄
太
夫
は
、
享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）
豊
後
・
豊
前
゛

’

日
向
・
筑
前
の
幕
府
領
十
四
万
石
の
代
官
に
赴
任
し
て
日
田
に
は

い
っ
た
。
岡
田
は
将
軍
吉
宗
の
定
免
法
（
年
貢
の
徴
収
法
）
を

領
民
に
強
制
し
、
百
姓
の
抵
抗
を
抑
え
て
年
貢
の
増
徴
を
は
か
る

な
ど
改
革
政
治
（
享
保
の
改
革
）
を
断
行
し
た
の
で
日
田
郡
で
は
、

騒
擾
事
件
が
起
こ
っ
た
。
し
か
し
、
岡
田
庄
太
夫
は
横
灘
地
方
の

記
録
に
よ
れ
ば
極
め
て
農
民
よ
り
で
あ
る
。
内
竃
門
村
の
竃
門
社

で
は
北
組
の
五
穀
豊
穣
を
祈
っ
て
風
鎮
祭
を
催
し
た
り
、
小
浦

村
で
は
、
岡
田
が
庄
屋
脇
義
助
の
善
政
を
勘
定
奉
行
に
報
告
し
た

の
で
褒
賞
金
が
下
賜
さ
れ
た
。
竃
門
社
の
境
内
に
は
、
享
保
十
九

年
に
、
岡
田
が
寄
進
し
た
石
灯
篠
が
残
っ
て
い
る
。

　
当
時
の
別
府
村
の
あ
り
さ
ま
を
貝
原
益
軒
は
、
『
豊
国
紀
行
』

（
元
禄
七
年
・
一
六
九
四
）
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
「
○
別
府
は
石
垣
村
の
南
に
あ
り
。
町
有
り
、
民
家
五
百
軒
ば
か

　
り
、
民
家
の
宅
中
に
温
泉
十
ヵ
所
有
り
。
い
ず
れ
も
き
よ
し
。

　
庄
屋
の
宅
中
に
あ
る
は
、
こ
と
に
い
さ
ぎ
よ
し
。
凡
そ
此
の

　
地
の
温
泉
は
他
邦
に
ま
さ
り
て
清
く
和
な
り
。
家
々
に
多
き
ゆ

　
え
其
の
館
に
や
ど
れ
る
客
の
外
に
浴
す
る
者
な
し
。
ゆ
え
に

　
浴
数
も
時
刻
も
客
の
心
に
任
せ
て
自
由
な
り
。
他
の
温
泉
の
か

　
ま
び
す
し
く
騒
が
し
き
に
に
ず
、
傍
ら
に
懸
樋
の
水
あ
り
て

　
温
熱
心
に
任
せ
て
増
減
し
や
す
し
。

　
…
町
半
ば
に
川
（
流
川
）
　
あ
り
、
東
へ
流
る
。
こ
の
川
に
温

　
泉
湧
出
ず
。
其
の
下
流
に
朝
夕
里
の
男
女
浴
す
。
ま
た
、
海
中

　
に
温
泉
い
ず
。
潮
干
ぬ
れ
ば
浴
す
る
も
の
多
し
。
塩
湯
な
れ
ば

　
こ
と
に
浴
病
を
冶
す
と
い
う
。
…
」
。

小
長
谷
勘
左
衛
門
治
世
下
に
長
閑
な
湯
場
宿
が
あ
っ
た
。

　
こ
の
頃
野
田
村
で
豊
後
明
僣
の
生
産
が
は
じ
ま
っ
た
。
明
欝

は
主
に
染
色
の
触
媒
に
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
清
国
か
ら
輸
入
さ

れ
る
安
価
な
唐
明
僣
と
競
争
が
で
き
ず
生
産
も
伸
び
悩
ん
で
い

た
。
享
保
二
十
年
（
一
七
三
五
）
、
生
産
者
の
脇
義
助
は
幕
府
に

願
い
出
て
唐
明
僣
の
輸
入
を
禁
じ
、
江
戸
と
大
阪
に
明
僣
会
所
を
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設
け
て
幕
府
の
専
売
妬
と
し
て
全
国
に
販
売
す
る
こ
と
を
許
さ
れ

た
。
こ
れ
に
は
日
田
代
官
岡
田
庄
太
夫
の
援
助
が
あ
っ
た
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
。

　
宝
暦
八
年
に
は
代
官
揖
斐
十
太
夫
の
後
ろ
盾
で
、
明
僣
会
所
は

江
戸
・
大
坂
に
京
都
と
堺
を
加
え
て
四
ヵ
所
に
な
り
、
明
僣
の
生

産
と
販
売
を
独
占
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

横
灘
　
細
川
綱
利
預
所

　
　
松
平
直
矩
知
行
地

　
　
小
笠
原
忠
基
預
所

寛
文
五
年
よ
り
寛
文
六
年

天
和
二
年
よ
り
貞
享
三
年

寛
保
二
年
よ
り
延
享
四
年

西
国
筋
郡
代
の
村

　
日
田
代
官
所
の
直
轄
領
は
、
約
十
五
万
石
を
越
え
た
の
で
、
明

幕
府
の
方
針
に
従
っ
て
和
四
年
（
一
七
六
七
）
、
代
官
揖
斐
十
太

夫
は
関
東
・
美
濃
両
郡
代
に
続
い
て
西
国
筋
郡
代
に
昇
格
し
た
。

翌
五
年
に
は
天
草
代
官
を
兼
帯
し
た
の
で
、
総
高
は
約
十
七
万
石

を
超
え
た
。

　
や
が
て
、
寛
政
五
年
に
支
配
地
が
広
大
化
す
る
と
、
日
田
役
所

と
高
松
役
所
に
分
割
さ
れ
、
高
松
役
所
に
は
代
官
荻
原
弥
五
郎
が

入
部
し
た
。
高
松
役
所
は
大
分
・
速
見
両
郡
と
日
向
な
ど
の
幕
府

領
六
万
石
を
支
配
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
揖
斐
十
太
夫
の
支
配
の
と
き
、
西
国
筋
郡
代
の
威
光
を
示
す
大

事
件
が
起
こ
っ
た
。
演
脇
村
の
枝
郷
赤
松
と
府
内
藩
の
田
ノ
浦
村

と
の
境
界
を
め
ぐ
る
銭
瓶
石
騒
動
で
あ
る
。

　
宝
暦
十
一
年
（
一
七
六
一
）
三
月
、
幕
府
巡
見
使
の
下
向
を
機

に
年
来
の
境
界
問
題
を
一
挙
に
解
決
し
よ
う
と
し
て
御
料
赤
松
の

百
姓
が
、
府
内
藩
の
道
造
奉
行
と
田
ノ
浦
村
の
百
姓
を
襲
っ
て
傷

を
負
わ
せ
た
事
件
で
あ
る
。
府
内
藩
は
巡
見
使
の
通
行
後
に
西
国

筋
郡
代
と
交
渉
し
て
解
決
す
る
事
を
望
ん
で
い
た
が
、
揖
斐
が
勘

定
奉
行
に
幕
府
領
に
対
す
る
私
領
の
騒
擾
事
件
と
し
て
上
訴
し

た
。
事
件
は
幕
府
評
定
所
に
持
ち
込
ま
れ
て
、
き
び
し
い
吟
味
の

末
、
府
内
藩
主
近
形
は
逼
塞
、
家
老
以
下
関
係
者
は
御
預
ケ
押
込
、

赤
松
百
姓
八
人
は
遠
島
の
処
分
を
受
け
た
。

　
事
件
の
結
末
が
幕
府
領
の
百
姓
に
甘
い
評
定
で
あ
っ
た
の
で
、

幕
府
領
の
農
民
は
「
御
料
風
を
吹
か
す
」
な
ど
と
言
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
銭
瓶
石
騒
動
は
西
国
筋
郡
代
の
も
と
で
起
こ
っ
た
最

初
で
最
後
の
大
事
件
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
い
ち
早
く
薩
摩
芋
の
栽
培
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
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つ
い
て
次
の
右
文
書
が
中
石
垣
村
に
残
っ
て
い
る
。

「
　
　
覚

　
　
　
／
　
九
反
壱
敏
治
三
歩
・

　
右
は
薩
摩
芋
植
付
け
仕
り
た
き
分
反
別
あ
い
改
め
書
付
差
上

　
申
し
候
と
こ
ろ
相
違
無
御
座
候

　
　
　
　
　
　
速
見
郡
中
石
垣
村
庄
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
村
組
頭

丑
十
月
（
享
保
十
八
年
）

　
　
高
松
役
所
　
　
」

庄
左
衛
門

長
右
衛
門

　
（
以
下
略
）

〃″

薩
摩
芋
の
栽
培
は
、
青
木
昆
陽
が
救
荒
作
物
と
し
て
幕
府
に
進

言
し
、
吉
宗
が
食
料
政
策
と
し
て
奨
励
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
。
享
保
十
七
年
は
、
稲
の
害
虫
浮
塵
子
の
異
常
発
生
で
西

日
本
全
域
が
大
飢
饉
に
見
舞
わ
れ
た
。
横
灘
の
村
々
も
例
外
で
な

か
っ
た
。
飢
饉
に
苦
し
ん
だ
中
石
垣
村
は
さ
っ
そ
く
薩
摩
芋
の
作

付
け
を
役
所
に
願
い
出
て
翌
年
よ
り
栽
培
を
実
施
し
て
い
る
。
横

灘
の
村
々
で
早
く
薩
摩
芋
の
栽
培
が
始
ま
っ
た
の
は
、
中
石
垣
村

が
幕
府
領
で
あ
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
同
村
に
は
他
に
二
通

薩
摩
芋
栽
培
に
関
す
る
貴
重
な
文
書
が
残
っ
て
い
る
。

　
こ
の
頃
、
村
々
の
人
口
構
成
を
寛
延
元
年
（
一
七
四
八
）
の
便

覧
で
見
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
戸
数

　
　
　
小
浦
村
　
　
　
五
三

　
　
　
小
坂
村
　
　
　
八
四

　
　
　
古
市
村
　
　
　
七
四

　
　
　
内
竃
門
村
　
一
一
六

　
　
　
野
田
村
　
　
　
八
六

　
　
　
北
鉄
輪
村
　
　
四
一

　
　
　
南
鉄
輪
村
　
　
七
二

　
　
　
亀
川
村
　
　
二
三

　
　
　
平
田
村
　
　
　
八
九

　
　
　
北
石
垣
村
　
一
二
Ｉ

　
　
　
中
石
垣
村
　
　
不
明

　
　
　
南
石
垣
村
　
　
七
七

　
　
　
別
府
村
　
　
一
五
五

　
　
　
演
脇
村
　
　
一
五
二

　
　
　
田
野
口
村
　
　
六
七

　
　
　
朝
見
村
　
　
　
六
二

　
　
　
立
石
村
　
　
一
〇
六

　
人
口

　
二
七
二

　
五
九
三

　
三
五
四

　
七
七
四

　
四
四
一

　
二
五
四

　
四
二
七

　
五
四
五

　
三
九
七

　
八
八
三

　
三
五
八

　
四
〇
九

｝
五
三
八

一
　
二
八
三

　
五
四
五

　
六
一
九

　
七
六
一

　

　

　

　

♂

　

　

　

－

－

％

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

『

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

♂

　

Ｉ

　

Ｉ

　

　

　

Ｉ

　

　

Ｔ

ｒ

　

　

Ｑ

　

　

ｓ

　

Ｉ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

Ｉ

　

　

　

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

　

　

　

　

　

　

Ｉ

　

Ｉ

Ｉ

　

　

Ｉ

Ｉ

１

『

－

１

　

１

″

ｊ

一

心

、

r

s

r

～

a

￥

r

9

6

5

d

S

ｒ

j

s

“

j

s

j

s

l

&

s

s

s

l

s

s

l

s

l

‐

‐

J

i

‐

j
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&

l

j

‐

‐

.

l
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I

I

J

‐
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&

‐

I

‐

.

I
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I

I

l
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l

l

s

l

一

　

ｒ

ｌ

占

ｒ

ｊ

♂

　

　

■

『

　

ン

　

　

ー

♂

　

　

Ｌ

ｒ

％

ｊ

　

い

　

ｙ

ｓ

ｆ

ｓ

ｊ

心

　

♂

ｓ

ｓ

　

♂

　

　

　

　

　

　

　

ｒ

　

ｊ

ｊ

ｓ
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四
、
島
原
藩
預
所
　
゛

別
府
（
横
灘
）
の
村
々

　
総
高
六
万
二
〇
〇
〇
石
余
に
速
す
る
高
松
役
所
の
支
配
地
は
、

い
わ
ば
岡
藩
に
次
ぐ
大
藩
で
あ
る
。
こ
の
幕
府
領
を
代
官
ほ
か
わ

ず
か
な
人
数
の
役
人
で
統
治
す
る
の
は
並
々
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
っ

た
。

　
幕
府
は
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
、
全
直
轄
領
を
日
田
役
命

の
支
配
下
に
置
き
、
大
分
・
速
見
二
郡
の
約
一
万
五
〇
〇
〇
石
の

幕
府
領
を
島
原
藩
松
平
主
殿
頭
忠
馮
に
預
け
た
。
以
後
大
分
・
速

見
二
郡
の
幕
府
領
は
、
慶
応
三
年
に
熊
本
藩
預
所
に
な
る
ま
で
ほ

ぼ
七
十
年
間
、
島
原
藩
の
代
官
が
高
松
役
所
に
詰
め
て
支
配
し
た
。

　
寛
政
十
一
年
、
高
松
代
官
か
ら
島
原
藩
預
所
に
移
っ
た
当
時
の

別
府
の
村
高
と
村
役
人
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
○

一
　
高
五
拾
五
石
壱
斗
六
升
四
合

　
　
　
　
　
　
横
灘
筋
北
組
　
小
浦
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脇
谷
　
庄
　
屋
　
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
与
頭

津
　
次

二
人

○
一○一○-

高
五
百
拾
ハ
石
七
斗
ハ
升
九
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
坂
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
倉
　
庄
屋
　
冶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
与
頭

庵
　
海
門
寺
跡
也

八

五
人

高
百
六
捨
石
七
斗
ハ
升
九
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
市
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
庄
屋
　
八
郎
兵
衛

与
頭

高
五
百
九
捨
石
九
斗
九
升
七
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
竃
門
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
良
　
庄
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
組
頭

出
湯
弐
ケ
所
　
湯
治
な
し

二
人

倅
茂
平
治

　
　
五
人

真
言
・
神
宮
寺
　
一
向
・
西
念
寺
　
同
・
真
徳
寺
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○一

○-○-

高
三
百
九
拾
ハ
石
七
斗
七
升
壱
合

　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
・
野
田
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
藤
　
庄
屋

与
頭

明
欝
山
あ
り

浄
土
・
長
泉
寺

房
右
衛
門

倅
　
逸
平

　
三
人

高
弐
百
三
拾
七
石
五
斗
五
升
五
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
鉄
輪
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
庄
屋
　
野
田
ョ
リ
兼
帯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
組
頭
　
　
　
　
弐
人

出
湯
六
ヶ
所
　
湯
治
人
あ
り

石
風
呂
一
ケ
所
　
諸
病
に
よ
し

地
獄
五
ケ
所
　
麻
・
い
ち
び
赤
米
杯
蒸
物
致
候

高
三
百
四
拾
九
石
三
斗
七
升
壱
合

I

I

　

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

J

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

I

l

s

j

l

s

l

s

s

l

l

a

l

s

s

l

l

l

“

I

‐

‐

~

j

l

‐

.

.

.

.

.

‐

I

.

I

I

l

d

‐

‐

‐

"

‐

‐

I

Ｉ

Ｉ

Ｉ

　

ｒ

〃

　
南
鉄
輪
村

佐
藤
　
庄
屋与

頭

四
郎
右
衛
門

倅
　
倉
　
八

　
　
　
　
四
人

　
　
　
観
音
・
薬
師
庵

時
宗
・
松
寿
庵

　
　
　
　
是
ハ
除
地
高
外
之
空
地
也
　
藤
渾
遊
行
之
古
跡
湯

湯
瀧
山
松
寿
寺
と
申
伝
候

　
　
　
石
風
呂
　
遊
行
一
遍
上
人
開
基
と
申
伝
候
所
々
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
湯
治
人
あ
り
　
八
月
廿
三
日
上
人
之
御
忌

　
　
　
　
　
　
　
と
申
薬
師
庵
二
而
仏
事
供
養
あ
り

　
　
出
湯
四
ケ
所
あ
り

○一

高
三
百
廿
九
石
九
斗
七
升
弐
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
田
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
庄
屋
　
亀
川
ヨ
リ
兼
帯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
組
頭
　
　
　
　
五
人

出
湯
あ
り
　
湯
治
人
な
し
　
潮
湯
也

禅
・
黄
柴
山
瑞
光
院
観
音
寺
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Ｏ

高
百
三
拾
弐
石
九
斗
二
升

出
湯
九
ケ
所

　
湯
坪
廿
一
ケ
所

亀
川
村

　
　
高
橋組

頭

庄
屋

　
倅

与
三
郎

与
一
郎

九
人

内
七
ケ
所
湯
坪
之
底
ぶ
涌
拾
五
ケ
所

　
　
水
出
二
而
取
越
湯
坪
仕
立
候

　
湯
治
人
あ
り
　
打
身
・
カ
ツ
ケ
・
中
風
・
怪
我
ニ
よ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
潮
湯
　
汐
干
居
候
内
致
湯
治
候

　
養
徳
寺
　
自
応
寺
ニ
ケ
所
共
釈
迦
堂

　
　
清
涼
庵
　
貞
心
庵

浄
土
・
信
行
寺
　
一
向
・
西
光
寺

○-

高
八
百
三
拾
壱
石
弐
斗
壱
升
四
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
石
垣
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
富
　
庄
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
組
頭

嘉
兵
衛

四
人

〃゛

禅
・
曹
源
寺
　
一
向
・
宝
蓮
寺

○一

高
弐
百
八
拾
五
石
弐
斗
壱
升
ハ
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
石
垣
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
田
　
庄
屋
　
勝
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
与
頭
　
　
　
　
　
四
人

一
向
・
圓
正
寺
　
忠
専
寺

／
’
拾
壱
ケ
村

○一

高
六
百
五
拾
五
石
弐
斗
七
升
三
合

　
　
　
　
横
灘
筋
南
組
　
南
石
垣
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
田
　
庄
屋
　
金
右
衛
門

禅
・
宝
泉
寺

髭

倅
　
万
之
助

　
　
六
人
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○一

○一

高
千
石

真
言
・
行
常
寺

出
湯
三
ケ
所
内

立
石
村

　
　
　
　
　
　
古
屋
　
庄
屋
　
熊
八

　
　
　
　
　
　
　
演
脇
ヨ
リ
後
見

　
　
　
　
　
組
頭
　
　
　
　
六
人

禅
・
海
雲
寺
　
観
海
寺

ニ
ケ
所
怪
我
ニ
よ
し

一
ケ
所
ハ
病
気
二
利
な
し

天
神
房
嶋
権
現
除
地
な
り
　
萩
原
三
位
之
事
訴
状
あ
り

高
三
百
四
石
四
斗
二
升
壱
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朝
見
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
　
　
庄
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
組
頭

禅
・
真
光
寺
　
吉
祥
寺
　
行
林
庵

願
約
庵
　
地
蔵
庵

朝
見
ハ
幡
宮
　
神
主
神
左
近

亀
右
衛
門

　
六
人

〃

○一

　
境
内
〔
五
拾
間
　
三
拾
間
〕

　
六
月
計
九
日
御
旅
所
行
幸
　
即
日
還
御

　
御
旅
所
別
府
村
松
原
ニ
あ
り

　
祭
纒
十
月
八
日

　
朝
見
・
別
府
・
田
野
口
・
演
脇
之
産
神
也

出
湯
弐
ケ
所
　
壱
ケ
所
ハ
庄
屋
居
家
屋
ニ
あ
り

高
九
百
四
拾
四
石
七
斗
六
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
別
府
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
倉
　
庄
屋
　
策
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
組
頭
　
　
拾
二
人

山
城
国
黄
秦
山
萬
福
寺
末
・
萬
松
寺
　
極
楽
庵

一
向
・
西
法
寺

永
平
寺
末
・
海
門
寺
　
安
置
之
秘
仏
天
満
宮
之
御

　
　
　
作
十
一
面
観
世
音
先
規
ぶ
十
七
年
目
二
開
帳
致

　
　
　
来
寛
政
十
二
中
年
開
帳
有
之

　
出
湯
十
八
ケ
所
　
何
レ
も
諸
病
二
利
あ
り

　
砂
場
　
汐
干
候
節
ハ
干
潟
ヲ
堀
候
得
者
沸
出
候

　
瀧
湯
　
石
風
呂

109

　
　
べ
に
Ｉ
ト

』 『
＾

…
に

’

‐
．
に
ゾ
レ

；

ヘ
ゾ
．
‥

で

ド
ノ
　
　

s
‐
s
J
‐
J
‐
‐

s
Ｉ
l
.
1
‐
.
‐
.
.
l
a
s
l
s
s
l
l
s
a
l
l
‐
‐
1
.
1
1
1
1
‐
|
.
S
.
I
I
I
I
I
I
&
、
l
d
l
l
j
1
1
1
1
‐
.
1
.
.
a
l
‐
J
‐
‐
j
d
l
j
d
‐
‐
‐
‐
1
1
‐
d
、
I
S
I
‐
.
1
‐
‐
J
‐
I
I
I
&
l
a
‐
1
1
1
1
1
‐
1
'
.
S
I
S
l
d
.
1
1
1
1
1
j
l
l
s
&
i
a
Ｉ
l
s

I
I
I
I
I
1
1
a
a
l
l
“
I
l
s
‐
I
l
s
s
j
J
I
'
.
I
I
＆
I
l
s
l
几
．
１
に
Ｉ
ｒ
－
―
゛
で
・
．
／
１
－
ｖ
’
－
、
ｒ
l
s
a
l
l
‐
s
“
I
l
s
l
l
l
‐
M
I
I
I
I
I
I
1
1
1
s
j
l
~
l
‐
”
｀
゛
｀
：
Ｉ
’
り
”
－
｀
、
’
　
－
ｘ
♂
ｓ
－

－
♂
ｌ
　
　
ｓ
ｌ
く
♂
　
　
ｒ
ぃ
ｒ
♂
ｊ
－
Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
j
=
l
s
1
1
“
1
1
1
　
1
1
1
“
1
1

j
s

s

1
1
　
1
“
1

1

s
1
1
“
=
1
1
s

l

“
1
　
1
1

1
1
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
1

1
1
1
s
s

s
s
　
l
s

l
s
s

s

s
s
=
s
l
l
l

s
l
l
s
l
s
s

1
1
1
“
1
1
1
1
1
=
I
l
s
l
l
1
1
1
“
s
l
s
1
1
“

1
1
1
1
s

s
l
l
s

1

1
“
I

I
l
s
l
s

J
“
a
1
1
1
1
1
1
j
l
l
s
s
“
l
s
1
1
1
s
1
1

1
s
J
I
I
I
I

I
I
l
s
s
j
l
s

l
s
J

７
゛
一
、
Ｓ
’
゛
゛
″
゛
、
』
゛
ｊ
ｌ
、
゛
″
゛
ｒ
ｒ
『
゛
－
゛
ｊ
゛
゛
ｒ
　
心
　
　
　
　
ｓ
Ｔ
‐
.
1
.
‐
.
.
I
l
s
s
s
l
1
1
1

1
1
“

s

s
s
1

1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
j
‐
.
.
J
.
j
‐
&
.
I
‐

‐
‐
d
‐
.
1
‐
‐
‐
s
‐
s
‐
1

‐
‐

1
‐
‐
1
‐
.
1
1
‐
‐
I
‐
‐
‐
‐
1
‐
~
=
I

I
‐

‾
1
‐
s
d
‐
1
.
M
.
‐
‐
‐
‐
.
‐
一
♂
　
ｓ
　
　
　
　
　
／
　
ｆ
♂
　
¶
ふ
Ｉ
Ｉ
　
　
　
　
ｒ
ｒ



○
-○

一

松
大
木
あ
り
〔
一
本
松
と
言
海
辺
也
〕

高
六
百
六
拾
九
石
四
斗
五
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
演
脇
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
荒
金
　
庄
屋

禅
・
崇
福
寺
　
松
音
寺

　
　
法
花
寺

組
頭

ハ
郎
右
衛
門

倅
　
八
郎

　
　
　
十
人
　
　
’

長
宝
寺
　
修
福
寺

汐
出
湯
ニ
ケ
所
　
田
野
口
入
会
之
場
所

高
四
百
四
拾
壱
石
六
斗
五
升
五
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
野
口
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
荒
金
　
庄
屋
　
益
　
　
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
組
頭
　
　
　
　
五
人

出
湯
三
ケ
所
　
演
脇
村
入
会
之
場
所
ニ
あ
り

　
　
　
　
　
　
近
国
湯
治
人
あ
り

禅
・
長
松
寺
　
一
向
・
長
覚
寺
　
天
台
・
宝
満
寺

延
岡
領
御
米
蔵
あ
り
　
郡
屋
壱
軒
あ
り

○一○一○
ｙ
’
六
ケ
村

高
二
百
二
拾
三
石
五
斗
七
升
弐
合

　
　
　
　
　
　
由
布
院
筋
　
山
野
口
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
溝
口
　
庄
屋

一
向
・
常
行
寺
　
禅
・
吉
祥
寺

高
三
拾
四
石
七
斗
五
升

高
百
三
拾
六
石
七
升
六
合

詔

権
左
衛
門

倅
　
九
郎
治

　
　
　
六
人

握
山
村

　
　
庄
屋
山
野
ロ
ョ
リ
兼
帯

　
　
組
頭
　
　
　
　
弐
人

青

庄
屋
　
東
畑
ョ
。
リ
兼
帯

組
頭
　
　
　
　
四
人
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一
向
東
・
安
楽
寺

高
弐
百
弐
拾
九
石
弐
斗
九
升
六
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
畑
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
　
庄
屋
　
健
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
与
頭

七
人

一
　
高
百
四
捨
石
六
斗
六
升
三
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
間
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
庄
屋
　
寿
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
組
頭
　
　
　
　
三
人

　
　
　
西
本
願
寺
末
・
圓
正
寺

　
各
村
の
村
高
は
『
高
松
御
預
所
聞
書
』
に
よ
る
の
も
で
あ
る
が
、

村
高
に
は
真
米
の
外
に
赤
米
（
大
唐
米
）
の
石
高
も
含
ま
れ
て
い

る
。
赤
米
は
水
は
け
の
悪
い
水
田
に
栽
培
さ
れ
て
い
た
。
米
質
が

悪
く
て
年
貢
と
し
て
赤
米
は
排
除
さ
れ
て
い
た
。
年
貢
は
村
高
に

免
率
を
か
け
て
上
納
し
、
真
米
（
白
米
）
は
現
物
、
赤
米
は
銀
代

納
と
し
て
相
場
に
応
じ
て
銀
で
上
納
し
て
い
た
。

　
赤
米
栽
培
の
多
い
村
は
豊
か
な
村
と
は
言
え
な
い
。
年
貢
上
納

″

－

″

ｊ

Ｉ

Ｉ

‐

s

l

‐

4

1

1

s

l

高
で
真
米
・
赤
米
が
占
め
る
割
合
は
次
の
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）

の
「
御
預
所
御
取
箇
書
類
」
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
上
段
が
真

米
、
下
段
が
赤
米
の
上
納
高
で
あ
る
。

小
　
浦
　
　
一
八
石
九
斗
六
升
六
合
　
　
　
一
石
ハ
斗
○
升
三
合

古
　
市
　
　
二
四
・
六
・
四
・
五
　
　
　
四
三
・
六
・
八
・
四

内
竃
門
　
一
一
四
・
九
・
五
・
二
　
　
Ｉ
○
四
・
四
・
五
・
四

野
　
田
　
　
七
〇
・
七
・
六
・
三
　
　
　
六
五
・
九
・
一
・
三

北
鉄
輪
　
　
五
二
・
二
・
八
・
四
　
　
　
三
六
・
八
・
九
・
二

南
鉄
輪
　
　
六
四
・
九
・
七
・
五
　
　
　
五
七
・
三
・
六
・
五

亀
　
川
　
　
　
一
・
九
・
一
・
四
　
　
　
二
四
・
七
・
八
・
〇

平
　
田
　
　
　
九
・
六
・
八
・
〇
　
　
　
八
四
・
六
・
七
・
三

北
石
垣
　
　
一
四
・
七
・
四
・
七
　
　
二
五
三
・
三
・
二
・
八

中
石
垣
　
　
三
〇
・
六
・
九
・
〇
　
　
　
八
八
・
九
・
一
・
五

南
石
垣
　
　
一
七
・
五
・
九
・
三
　
　
　
六
九
・
三
・
三
・
五

朝
　
見
　
　
六
七
・
四
・
九
・
五
　
　
　
三
五
・
六
・
五
・
九

別
　
府
　
　
四
三
・
〇
・
四
・
一
　
　
　
一
七
三
・
九
・
八
・
五

浜
　
脇
　
一
八
二
・
九
・
四
・
五
　
　
　
二
〇
・
三
・
〇
・
六

田
野
ロ
　
ー
一
一
・
五
・
六
・
七
　
　
　
三
五
・
三
・
五
・
四

　
（
赤
米
を
栽
培
し
て
い
な
い
村
　
小
坂
・
立
石
）
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村
毎
に
免
（
年
貢
率
）
が
異
な
る
の
で
村
対
村
の
比
較
は
で
き

な
い
が
、
村
毎
に
見
る
と
真
米
・
赤
米
が
ほ
ぼ
同
等
に
近
い
村
も

含
め
る
と
真
米
に
対
し
て
赤
米
の
占
め
る
割
合
が
高
い
村
が
多
い

こ
と
が
分
か
る
。

　
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
巳
八
月
に
中
石
垣
村
が
高
松
役
所
に

差
出
し
た
「
差
上
申
一
札
之
事
」
に
、

　
「
　
大
唐
田
　
拾
六
町
弐
反
八
畝
歩
　
（
赤
米
）

　
　
真
米
田
　
五
町
壱
反
六
畝
歩
　
　
　
」

と
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
当
時
の
中
石
垣
村
で
は
赤
米
田
が
真
米

田
の
三
倍
以
上
の
栽
培
面
積
を
占
め
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
同
村
の
明
和
二
年
（
一
七
八
二
）
の
「
作
付
御
注
進
之
事
」
は
、

　
「
高
　
二
百
拾
五
石
六
斗
九
升
四
合
七
勺

　
　
　
一
田
反
別
　
弐
拾
五
町
弐
反
七
畝
八
歩

　
　
　
　
　
此
訳

　
　
　
　
五
町
弐
反
一
畝
壱
歩
　
　
　
真
米
田

　
　
　
　
弐
拾
町
六
畝
七
歩
半
　
　
　
赤
米
田
　
」

と
な
っ
て
お
り
、
赤
米
田
は
ま
す
ま
す
広
く
な
り
、
真
米
田
の
約

四
倍
の
広
さ
に
な
っ
て
い
る
。

　
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
南
石
垣
村
の
「
年
貢
割
付
」
を
見
る

と
、
「
真
米
田
　
高
四
拾
壱
石
六
斗
四
升
」
に
対
し
て
「
赤
米
田

　
高
　
百
九
拾
六
石
五
升
三
合
」
で
、
赤
米
高
が
真
米
高
の
四
、

七
倍
に
も
な
る
。

　
赤
米
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
米
質
は
悪
い
が
、
早
熟
性
、
耐
早

耐
湿
性
、
耐
虫
性
に
す
ぐ
れ
、
近
世
に
な
っ
て
九
州
・
四
国
・
中

国
で
大
々
的
に
栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
先
に
挙
げ
た
「
御

預
所
御
取
箇
書
類
」
で
赤
米
田
の
多
い
村
は
湿
田
の
多
い
海
岸
部

の
村
に
集
中
し
て
い
る
。

寄
会
所
の
政
治

大
名
預
所
（
地
）
と
は
近
隣
の
大
名
に
管
理
を
依
頼
さ
れ
た
幕
府

領
の
こ
と
で
あ
る
。
預
所
の
執
務
内
容
は
だ
い
た
い
幕
府
領
の
制

度
に
準
じ
て
い
た
。
奉
行
は
預
主
大
名
の
家
臣
が
派
遣
さ
れ
た
。

御
預
所
の
年
貢
は
奉
行
が
割
り
当
て
や
徴
収
を
行
い
幕
府
の
御
蔵

に
納
め
た
。
御
預
所
の
経
費
は
、
預
所
内
の
村
々
か
ら
年
貢
高
に

応
じ
て
徴
収
し
た
口
米
（
大
体
一
石
に
三
升
）
が
支
給
さ
れ
る
だ

け
で
、
幕
府
か
ら
は
特
別
の
管
理
費
用
を
支
給
さ
れ
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
幕
府
領
を
預
か
る
大
名
は
誇
り
と
責
任
を
強
く
感
じ
た

よ
う
で
あ
る
。

｜
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速
見
郡
（
三
十
六
ケ
村
）
・
大
分
郡
（
十
一
ケ
村
）
二
郡
内
の
幕
府

領
を
島
原
藩
の
預
所
に
し
た
の
は
、
島
原
藩
の
豊
州
領
（
現
高
田

市
と
宇
佐
市
・
安
心
院
町
の
一
部
）
に
近
い
場
所
に
あ
る
の
で
連

携
に
便
で
あ
る
こ
と
が
一
つ
の
理
由
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
高
松
役
所
は
、
島
原
藩
か
ら
派
遣
さ
れ
た
代
官
・
改
　
役
・
書

役
（
後
に
奉
行
・
吟
味
役
・
目
付
・
代
官
・
書
役
）
の
役
人
と
地
元

民
を
取
り
立
て
た
手
代
の
少
人
数
で
、
二
郡
五
ケ
筋
に
分
散
す
る

村
々
の
支
配
に
あ
た
る
の
は
困
難
で
あ
っ
た
。
や
む
を
得
ず
庄
扉

た
ち
の
協
力
に
頼
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
役
所
は
命
令
や
情
報
の

収
集
を
徹
底
す
る
た
め
に
各
筋
に
そ
れ
ぞ
れ
筋
代
庄
屋
を
置
い
た
。

筋
代
庄
屋
は
年
番
で
代
官
所
脇
に
あ
る
寄
会
所
に
詰
め
て
代
官
の

補
佐
的
な
執
務
に
あ
た
っ
た
。

文
政
五
年
の
二
郡
筋
代
は
次
の
九
人
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
筋
代

は
固
定
さ
れ
て
な
く
て
、
筋
ご
と
に
一
名
の
場
合
も
あ
っ
た
。

　
大
分
郡
筋
代
　
　
　
　
　
高
松
村
庄
屋
　
七
郎
右
衛
門

　
　
同
断
　
　
　
　
　
　
原
村
庄
屋
　
茂
太
郎

速
見
郡
南
組
筋
代
　
　
　
漬
脇
村
庄
屋
　
ハ
郎
右
衛
門

　
　
同
断
　
　
　
　
　
　
立
石
村
庄
屋
　
作
兵
衛

同
郡
北
組
筋
代
　
　
　
　
小
坂
村
庄
屋
　
曽
右
衛
門

　
　
同
断
　
　
　
　
　
　
小
浦
村
庄
屋
　
和
喜
弾
之
丞

同
郡
杵
築
筋
代
　
　
　
　
真
那
井
村
庄
屋
　
仙
　
　
　
助

同
郡
由
布
院
筋
代
　
　
　
天
間
村
庄
屋
　
寿
一
郎

　
　
同
断
　
　
　
　
　
　
内
徳
野
村
庄
屋
　
　
権
　
　
　
六

　
役
所
で
は
執
務
の
う
ち
地
方
に
関
す
る
も
の
は
、
庄
屋
た
ち
の

協
力
を
得
て
執
り
行
っ
た
。
役
所
は
村
々
か
ら
「
願
書
」
や
「
訴

状
」
が
届
く
と
寄
会
所
詰
の
年
番
庄
屋
た
ち
の
合
議
に
任
せ
て
解

決
さ
せ
た
。
ま
た
、
役
所
か
ら
の
「
触
書
」
な
ど
の
通
達
は
寄
会

所
詰
庄
屋
か
ら
筋
代
庄
屋
に
届
け
ら
れ
村
々
の
庄
屋
に
廻
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
庄
屋
た
ち
は
村
の
枠
を
越
え
て
協
力
し
て

政
治
に
か
か
わ
る
こ
と
が
多
く
、
自
然
と
自
治
意
識
や
連
帯
感
が

育
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

多
重
支
配
の
村
人

　
御
預
所
の
農
民
は
幕
府
の
領
民
で
あ
り
、
同
時
に
島
原
藩
主
松

平
主
殿
頭
の
支
配
下
に
あ
っ
た
。
従
っ
て
農
民
は
特
殊
な
立
場
に

置
か
れ
た
。

　
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
三
月
に
江
戸
城
西
丸
が
焼
失
し
た
時
は
、

幕
府
領
民
と
し
て
「
御
造
営
献
上
納
金
」
を
命
じ
ら
れ
、
速
見
・
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大
分
二
郡
の
か
ら
五
百
両
余
の
上
納
金
が
高
松
役
所
を
経
て
献
上

さ
れ
た
。
ま
た
、
島
原
藩
奉
行
の
統
治
下
に
あ
っ
て
も
、
本
来
は

幕
府
領
で
あ
る
か
ら
日
田
役
所
の
役
人
や
幕
府
の
役
人
が
出
郷
で

村
内
を
通
行
す
る
と
き
は
、
道
の
掃
除
、
宿
舎
や
休
憩
所
の
賄
い
、

道
案
内
や
荷
物
の
運
搬
な
ど
の
使
役
に
駆
り
出
さ
れ
、
余
分
の
負

担
が
課
せ
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
だ
よ
し
　
　
　
　
　
　
　
ｙ

　
い
っ
ぽ
う
、
天
保
十
一
年
、
島
原
藩
主
松
平
忠
候
の
重
病
が
知

ら
さ
れ
る
と
、
筋
代
庄
屋
は
う
ち
揃
っ
て
高
松
役
所
に
病
気
伺
い

に
出
向
い
た
。
四
月
に
逝
去
す
る
と
「
郡
中
慎
　
方
日
数
五
十
日

物
静
か
に
致
し
、
日
数
十
日
は
鳴
物
音
曲
停
止
・
普
請
三
日
差
止
、

庄
屋
は
日
数
廿
日
断
月
代
（
前
頭
部
を
剃
ら
な
い
）
」
の
触
れ
が

あ
り
、
百
姓
は
残
ら
ず
庄
屋
宅
に
お
悔
や
み
伺
っ
た
。

翌
天
保
十
二
年
、
将
軍
徳
川
家
斉
が
逝
去
の
報
が
届
く
と
、
役
人

が
村
々
を
廻
っ
て
「
鳴
物
音
曲
三
十
日
・
普
請
十
四
日
の
停
止
、

漁
労
は
三
日
間
の
停
止
」
を
触
れ
回
っ
た
と
言
う
。
御
預
所
の
農

民
は
、
将
軍
や
預
所
大
名
双
方
の
喪
に
も
服
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た
。

　
祝
儀
の
場
合
も
庄
屋
達
が
打
ち
揃
っ
て
役
所
ま
で
お
喜
び
の
挨

拶
に
出
向
い
た
。
熊
本
藩
に
預
所
が
替
わ
っ
た
後
の
こ
と
で
は
あ

る
が
、
細
川
（
喜
延
）
が
藩
主
に
な
る
と
、
名
前
に
「
喜
」
の
字
の

つ
く
者
は
遠
慮
さ
せ
ら
れ
、
南
鉄
輪
村
で
は
庄
屋
に
呼
び
出
さ
れ

た
喜
藤
次
、
喜
太
郎
、
喜
市
、
喜
三
次
は
、
そ
れ
ぞ
れ
重
右
衛
門
、

早
太
郎
、
金
作
、
惣
次
と
改
名
さ
せ
ら
れ
た
。

　
御
預
所
の
年
貢
米
は
、
江
戸
浅
草
の
蔵
所
に
直
接
送
ら
れ
た
。

年
貢
の
輸
送
に
は
庄
屋
一
人
が
納
め
庄
屋
と
し
て
、
別
に
農
民
の

Ｔ
人
が
上
乗
役
と
し
て
同
船
し
て
、
航
海
中
の
一
切
の
責
任
を
持

つ
大
役
を
命
じ
ら
れ
た
。

　
農
民
は
年
貢
（
米
）
小
物
成
（
雑
税
）
の
ほ
か
に
幕
府
に
対
し

て
、
蔵
前
入
用
・
伝
馬
宿
入
用
米
・
六
尺
給
米
の
高
掛
三
役
と
い

う
付
加
税
を
取
ら
れ
、
預
役
所
の
経
費
と
し
て
高
に
応
じ
て
口
米

を
納
め
た
こ
と
は
前
に
述
べ
た
。

　
慶
応
四
年
一
月
（
大
政
奉
還
が
行
わ
れ
た
翌
年
）
、
朝
廷
の
領
民

に
な
っ
た
四
郡
の
農
民
は
、
熊
本
藩
が
四
郡
御
預
所
を
引
き
継
い

で
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
大
宮
御
所
の
造
営
費
の
拠
出
を
命
じ
ら

れ
て
余
儀
な
く
百
三
十
九
両
余
の
献
金
を
さ
せ
ら
れ
た
。

島
原
藩
預
所
後
期

　
預
大
名
島
原
藩
の
統
治
は
極
め
て
寛
大
で
預
所
の
農
民
は
、
善
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行
の
褒
賞
や
窮
民
へ
救
済
、
災
害
や
凶
作
の
助
成
や
手
当
、
川
普

請
や
田
普
請
の
工
事
費
の
貸
付
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
援
助
を
受
け
た
。

熊
本
藩
に
預
所
替
え
に
な
る
と
き
、
島
原
藩
は
農
民
の
借
金
を
す

べ
て
棒
引
き
に
し
た
と
い
わ
れ
る
。

　
幕
府
領
で
は
武
家
の
役
人
が
農
民
に
直
接
顔
を
見
せ
る
の
は
、

年
貢
割
付
や
年
貢
の
徴
収
、
宗
門
改
く
ら
い
で
き
わ
め
て
稀
で
あ
っ

た
と
言
わ
れ
る
。
従
っ
て
治
安
は
や
や
不
安
定
で
あ
っ
た
が
、
反

面
私
領
の
農
民
達
に
は
な
い
自
由
な
空
気
が
あ
っ
た
・
　
　
　
　

’

　
島
原
藩
預
所
に
な
っ
て
か
ら
別
府
や
演
脇
の
温
泉
場
は
賑
や
か

に
な
っ
た
。
特
に
文
化
・
文
政
の
頃
か
ら
は
、
湯
治
人
が
大
勢
や
っ

て
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
有
様
は
、
別
府
村
の
庄
厭
戦
が
掘

家
か
ら
高
倉
家
に
交
代
す
る
に
際
の
書
付
に
、
「
別
府
村
の
義
、

他
所
人
多
く
入
込
み
候
の
場
所
に
付
、
庄
屋
こ
れ
な
く
し
て
は
宜

か
ら
ず
」
と
特
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
熊
本
藩
の
藩
士
野
田
平

右
衛
門
は
廻
在
記
に
「
別
府
・
演
脇
両
村
は
、
旅
船
日
夜
出
入
り

の
湊
に
て
商
家
多
く
こ
れ
あ
り
、
湯
所
数
ケ
所
こ
れ
あ
り
、
悪
者

入
込
み
あ
る
い
は
盗
賊
の
巣
な
ど
唱
え
候
所
柄
」
と
報
告
し
て
い

る
。

　
い
っ
ぼ
う
、
田
能
村
竹
田
は
「
黄
築
紀
行
」
に
朝
見
川
畔
の
賑

わ
い
を
南
京
に
近
い
揚
子
江
両
岸
の
歓
楽
街
「
船
影
」
に
な
ぞ
ら

え
「
小
秦
淮
」
と
い
い
、
広
瀬
淡
窓
が
流
川
に
あ
っ
た
青
楼
を
詠
っ

た
「
楼
上
雑
歌
歌
」
の
詩
の
様
に
情
緒
の
あ
る
温
泉
場
で
も
あ
っ

た
。
　
一
般
に
幕
府
領
の
年
貢
は
私
領
に
比
べ
て
低
率
で
あ
っ
た
と
言

わ
れ
る
。
横
灘
で
は
幕
府
の
専
売
品
で
あ
る
明
欝
の
ほ
か
に
七
島

箆
や
生
姜
な
ど
の
売
買
も
盛
ん
で
、
関
西
と
交
易
を
す
る
荻
屋
の

よ
う
な
豪
農
も
あ
ら
わ
れ
た
。

　
ま
た
、
横
灘
の
庄
屋
に
つ
い
て
野
田
平
右
衛
門
の
廻
在
記
に
、

　
「
…
右
庄
屋
の
内
に
は
杵
築
（
三
浦
梅
園
）
・
日
出
（
帆
足
万
里
）

　
或
い
は
日
田
表
（
咸
宜
園
）
へ
幼
年
の
時
よ
り
学
文
初
め
諸
稽

　
古
に
罷
り
出
で
候
に
付
、
相
応
の
弁
別
仕
り
、
文
筆
な
ど
達
者

　
に
致
し
□
高
の
者
こ
れ
あ
り
、
不
遜
申
し
立
て
候
者
こ
れ
あ

る
よ
し
・
：
」
　
　
（
（
）
編
者
）

と
書
か
れ
て
い
る
。
三
浦
梅
園
や
帆
足
万
里
・
広
瀬
淡
窓
・
毛
利

空
桑
に
大
義
名
分
論
を
学
ん
だ
教
養
の
高
い
庄
屋
た
ち
が
多
く
、

な
か
な
か
一
筋
縄
で
は
行
か
ぬ
で
あ
ろ
う
と
判
断
し
て
い
る
。
倒

幕
派
の
長
三
州
が
潜
伏
で
き
た
の
も
彼
ら
の
庇
護
が
あ
っ
て
か

ら
で
あ
り
、
長
州
の
井
上
馨
公
（
聞
多
）
は
「
他
所
人
」
が
自
由
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に
入
り
込
め
る
土
地
柄
を
潜
伏
の
地
に
選
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

　
長
三
州
を
か
く
ま
っ
て
長
州
に
脱
出
さ
せ
た
亀
川
村
庄
屋
の
高

橋
萬
之
進
は
縛
更
に
捕
ら
え
ら
れ
て
日
田
永
山
布
政
所
の
牢
獄
に

繋
が
れ
た
が
、
維
新
後
は
抜
擢
さ
れ
て
日
田
県
の
大
属
に
取
り

立
て
ら
れ
た
。

五
ヽ
熊
本
藩
御
預
所
替
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
嘉
永
六
年
に
ペ
リ
ー
が
来
航
し
て
以
来
、
開
国
、
尊
攘
・
倒
幕

運
動
と
世
の
中
は
激
し
く
揺
れ
動
い
た
。

慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
、
第
二
次
征
長
戦
争
で
各
方
面
の
幕
府
軍

は
大
敗
し
た
。
下
関
口
で
は
長
州
軍
の
猛
攻
に
屈
し
た
小
倉
藩
兵

は
城
を
焼
い
て
日
田
に
敗
走
し
た
。
幕
府
領
警
備
の
手
薄
に
不
安

を
感
じ
た
西
国
筋
郡
代
の
窪
田
治
郎
右
衛
門
は
日
田
を
説
出
し
熊

本
を
経
て
京
都
に
お
も
む
き
、
九
州
の
幕
府
領
を
熊
本
・
久
留
米
・

島
原
・
延
岡
の
四
藩
に
預
け
る
よ
う
に
上
申
し
た
。

　
窪
田
の
上
申
の
結
果
、
慶
応
三
年
一
月
島
原
藩
預
所
の
速
見
・

大
分
二
郡
は
、
日
田
役
所
直
轄
の
直
入
・
国
東
二
郡
と
と
も
に
、

「
土
地
人
民
取
扱
筋
な
ど
何
事
に
よ
ら
ず
私
領
同
様
に
」
の
条
件

で
熊
本
藩
に
預
所
替
え
に
な
っ
た
。

　
慶
応
三
年
二
月
二
日
、
熊
本
藩
の
郡
奉
行
が
島
原
藩
の
役
人
と

交
代
し
て
高
松
役
所
を
政
庁
に
し
て
詰
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同

年
五
月
、
熊
本
藩
は
預
所
四
郡
（
二
万
一
千
石
）
の
警
衛
の
中
心

地
に
別
府
村
を
選
び
、
緊
迫
し
た
中
で
海
門
寺
に
三
名
の
物
頭
と

六
〇
人
の
足
軽
鉄
砲
隊
を
送
り
込
ん
だ
。
つ
い
で
演
脇
村
の
崇
福

寺
に
本
陣
が
、
長
覚
寺
に
熊
本
藩
兵
の
駐
屯
所
が
置
か
れ
た
。

　
幕
府
勘
定
奉
行
は
幕
府
領
の
農
民
か
ら
長
州
戦
争
費
用
と
し
て

「
御
進
発
御
用
途
金
」
を
徴
収
し
た
。
別
府
村
の
組
頭
孤
塁
荒
金

市
郎
（
市
郎
兵
衛
）
は
多
額
の
御
用
途
金
を
献
上
し
、
そ
の
功
に

よ
り
一
代
苗
字
帯
刀
を
許
さ
れ
て
、
演
脇
村
庄
屋
に
取
り
立
て
ら

れ
た
。

　
慶
応
三
年
十
月
十
五
日
、
つ
い
に
大
政
奉
還
が
行
わ
れ
江
戸
幕

府
が
倒
れ
た
。
四
郡
の
警
衛
は
熊
本
藩
が
暫
く
引
き
継
ぐ
こ
と
に

な
っ
た
。
は
か
ら
ず
も
翌
年
正
月
の
御
許
山
騒
動
が
起
こ
り
、
そ

の
残
党
刈
り
で
崇
福
寺
本
陣
が
初
仕
事
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
御
許
山
騒
動
・
史
誌
十
一
号
参
照
）

　
村
々
の
高
札
は
高
松
役
所
の
手
で
御
一
新
の
条
目
に
書
き
か
え

ら
れ
た
高
札
に
立
替
え
ら
れ
た
。
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六
、
日
田
県
の
誕
生

　
九
州
の
旧
幕
府
領
は
明
治
元
年
（
慶
応
四
年
・
一
八
六
八
）
、
長

崎
裁
判
所
の
管
轄
に
な
っ
た
。
新
政
府
は
政
体
書
を
発
表
し
て
全

国
を
藩
・
府
・
県
に
分
け
、
旧
日
田
代
官
所
管
轄
の
大
名
預
所
に
日

田
県
が
誕
生
し
て
、
初
代
知
県
事
に
任
命
さ
れ
た
松
方
助
左
衛
門

正
義
が
日
田
に
着
任
し
た
。
高
松
役
所
の
支
配
下
に
あ
っ
た
四
郡

は
、
同
年
十
月
に
熊
本
藩
か
ら
預
所
の
引
渡
し
が
終
わ
り
、
新
政

府
直
轄
の
日
田
県
に
加
わ
っ
た
。
高
松
役
所
は
朝
見
村
の
八
幡
宮

付
近
に
移
転
し
て
日
田
県
別
府
出
張
所
と
な
っ
た
。

　
熊
本
藩
藩
兵
の
引
き
あ
げ
に
よ
っ
て
防
衛
が
手
薄
に
な
っ
た
日

田
県
は
郷
兵
制
を
採
用
し
て
、
村
々
の
壮
年
か
ら
兵
隊
を
募
っ
た
。

別
府
か
ら
も
南
石
垣
村
の
屋
田
欣
之
進
は
じ
め
五
十
名
が
郷
兵
に

な
っ
て
、
西
法
寺
を
本
営
に
し
て
「
正
義
隊
」
を
結
成
し
洋
式
調

練
に
励
ん
だ
。
朝
見
の
日
田
県
別
府
出
張
所
に
は
正
義
隊
士
五
名

が
常
時
詰
め
て
警
備
に
あ
た
っ
た
。

　
知
県
事
松
方
正
義
は
、
地
域
の
産
業
の
発
達
・
促
進
さ
せ
る
た

め
に
、
別
府
生
産
会
所
を
設
立
し
た
。
別
府
生
産
会
所
で
は
高
額

面
の
太
政
官
札
を
流
通
さ
せ
る
た
め
に
、
所
内
に
別
府
両
替
所
を

設
け
て
小
額
の
紙
幣
に
替
え
て
発
行
し
て
融
資
し
や
す
く
し
た
。

早
速
、
別
府
村
の
有
志
は
太
政
官
札
一
万
四
〇
〇
〇
両
の
貸
付
を

受
け
て
別
府
港
築
港
の
工
事
を
行
っ
た
。

　
明
治
三
年
、
日
田
県
支
配
下
の
庄
内
か
ら
起
こ
っ
た
一
揆
が
日

田
県
別
府
出
張
所
を
襲
う
事
件
も
あ
っ
た
。

　
そ
し
て
明
治
四
年
、
廃
藩
置
県
に
よ
り
日
田
県
が
廃
止
さ
れ
て

豊
後
の
一
国
に
わ
た
る
が
大
分
県
が
生
ま
れ
た
。

　
明
治
五
年
十
月
、
別
府
市
域
は
次
の
第
二
大
区
否
て
二
六
小

区
の
行
政
区
画
に
分
け
ら
れ
た
。

一
三
小
区
　
内
竃
門
　
小
浦
　
小
坂
　
古
市
　
亀
川
　
平
田

一
四
小
区
　
三
石
垣
　
南
北
鉄
輪
　
野
田
　
北
中
　
原
中

一
五
小
区
　
立
石
　
朝
見
　
別
府
　
演
脇

一
六
小
区
　
東
畑
　
椿
　
押
山
　
山
野
口
　
天
間
（
塚
原
　
若
杉

　
　
山
石
原
　
並
柳
　
南
北
温
湯
　
南
北
乙
丸
　
石
松
　
山
崎
）

　
御
一
新
以
降
に
つ
い
て
は
項
を
「
別
府
の
明
治
時
代
」
に
改
め

て
記
し
た
い
。

参
考
文
献

　
別
府
市
誌
　
昭
和
八
年
・
昭
和
六
十
年
版

　
大
分
県
史
　
大
分
県
の
歴
史
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